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XIV．瑞浪層群生俵累層下部の珪藻化石

森忍→：•

岐阜県東濃地方に分布する中新世瑞浪唇群の最上部園である生俵累屈に，珪質な殻をもった

単細胞植物である ，珪燥の化石が産することは ，古く より知られていた ．この珪藻化石につい

て最初に研究報告したのは，沢村 (1963b)で，その要旨には次のように述べられている ．

「生俵履の化石珪藻群は，金谷の研究した女川貯準のものとよく似ている ．また両者には

Coscinodiscus elega硲 型の珪藻が顕著であり ，この点は市川の研究した能登半島の和倉泥

岩，筆者のすでに概報した北海道のいわゆる硬質頁岩屈準とも同様である ．したがって ，中部

日本より北海道にかけての中新批後期 FJ階は珪藻により 容易に対比される可能性がある ．た

だし多産種に注目 しての分帯は海進海退の各段階によく対応しているので，その時代的限界は

なお，他手段も併用して検討されるべきである ．」

しかし，こ の報告で結論された対比は，その後の研究の進展にともな い改められ，沢村

(1973)の報告では ，生俵累層の珪藻化石群集は ，三浦 ・房総半島で明らかにされた ，B群集

に当るとされ，その時代は，中新批中期の初め ，西黒沢階，と されている ．また ，小泉 ・家

田 (1970)は生俵累貯の珪質微化石について研究し，微化石眉序からみた ，眉位上の問題点を
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指摘 している．さら に，K01zuM1(1973a)は本邦の中新世以降の地層について． Denticula 

属の推移を基準として， 6つの珪藻化石帯が識別されるとしている ．このなかで生俵累眉は最

下位の化石帯．Denticulalauta帯，の模式層的位置をしめ，その時代は中新枇中期の初めと

されている．

今回調べた試料の採集地点と暦準を第XN-1図に示す．こ れら 2採集地点では，生俵累層

の下部やく 3.5mから 6mが分布するのみで ．上部の地層は欠けている．やく 50cmおきに採集さ

れた18試料は，礫質砂岩，砂岩，砂質頁岩，凝灰岩などで，各試料から珪藻が産したけれど，

品が少なく ，破片であるばあいが多かった．とく に柱状 1の34,柱状 5の18,23の試料は凝灰

岩で，産出がたいへん少なく除外した ．比較的砿が多く ，良い標本がえられ た のは，柱状 5

の22,24, 25, 26の4つの試料で，これ らについては頻度組成を調べた ．このほかに．柱状 1

で生俵累層の下位に分布する狭間胴から 2試料，山野内層から49試料を採集して調ぺたが，ぃ

づれも珪藻は産しなかった．

生俵累層に産する珪藻化石を第XlV-1表に示す．破片となっていて同定が困難な Chea-

toceros属．Rhizoso!enia属など，また Dicladia,Goniothecium, Stephanogonia, Xanthio-

pyxis, Zygocerosなどはこの表から除いてある ．

柱状 5の22.24, 25, 26の4試料について， 頻度組成を調べた結果，出現頻度の高い種は次

のよう であった ．

20~50% Denticu!a !auta BAIL・

10~20% Actinoptychus undu!atus (BAIL-) RALFS 

Tha!assionema nitzschioides GRUN-

3 ~ 10% Actinocyc!us tsugaruensis KANA y A 

A. ingens RA TT・

Me!osira sulcata (EHR-) K訂z.

Stephanopyxis turris (GREV-& ARN-) RALFS 

Raphoneis amphiceros EHR・

これらはいづれ も海生種で．A.undutatus, T. nitzschioidesと S.turrisは沿海から近海

の浮遊生種，また M.sulcataと R.amphicerosは底生種である ．そのほかは絶滅種でその

生態は不明である ．つぎに第XN- 1表から出現種の構成をみてみる と． 沿海から遠洋の浮遊

生種が 3分の 1弱，底生種が 3分の 1強，絶減種がやく 3分の 1の割合となっている．このよ

うなことから， 生俵累層下部は外洋水の流入する開けた海域の．沿海から近海での堆積物と推

定さ れる．

今回生俵累層にみいだされた絶滅種は30種を数え，この数は今後の研究により，さらに増加

すると考えられる ．このなかで数屈が多いのは， Denticulalauta, Act切ocyc!ustsugaru-

ensisであり， 各試料にふつうに見られるものは．Actinocyclusingens, Coscinodiscus end-

oi, C. !ewisianus, C. vetustissimus, Hemiaulus polymorphus, Mediaria splendida, Me-

los£ra sol, Rhaphidodiscus mary!a呻 cus,Synedra jouseana, Triceratium condecorum 

などであった ．ほかの種は産出が稀であ った ．これらの絶滅種を HANNA(1932), KOIZUMI 

(1973a)，沢村 (1973) らの報告と比較すると，生俵累層の時代は中新世中期から後期の前半

の間とされる．

つぎに，絶滅種と 2. 3の問題種について，特徴を述べる ．

Actinocyclus curvatulus JANISCH Pl. 98, 6図．

HusTEDT, 1927, Tei! 1, p. 538-539, fig. 307. 
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盗殻面は円形で， 直径28-70/J,.表面の模様は Coscinodiscuscurvatulus にたいへんよく

似ている．網目が細かく ，10μ に7-8個であること ，周縁部に 1個の眼紋がある ことが異な

っている ．この種は現生稲で，K01zuM1（前出）は中新世後期の終 り頃より出現するとしてい

る．今回調べた各試料にふつうに見いだされた ．

Actinocyclus ellzPticus GRUN-Pl. 99, 10図．

HusTEDT, 1927, Teil 1, p. 533, fig. 303. 

盗殻面は丸みのある菱形で，長径27-28μ,短径17-27/J,あった ．中心に不明瞭な中心区が

ある ．放射状に網目列が並び．不規則な束帯に分れる ．束帯を境する網目 列の外端はやや大き

な孔紋 となっている ．網目の数は10μ に 9-11個で，辺部で小さくなり ．周縁帯を形作る ．短

径方向の周縁帯中に 1個の限紋がある ．産出はたいへん稀であ った． Ko1zuM1（前出）は中新

世中期までで絶減すると し，沢村 （前出）は中新批後期まで産する としており， 絶減期がいつ

であるか一致していない．

Actinocyclus ellipticus var. moronensis (DEBY) KoLBE Pl. 99, 11図．

KOLBE, 1954, p. 21, pl. 3, fig. 29. 

長径41-78μ.短径23-42μ.本種との相違点は中央に広被針形の空白部があるこ とである ．

そこの殻壁は不規則な厚薄部から できている ．本種に比べ珪化が強く ，網目が10μ に7個と粗

いものがある ．産出はたいへん稀であった ．沢村（前出）が三浦半島の矢部層に産すると報告

している ．

Act切ocyclusingens RATT- Pl. 98, 2図．

KANAYA, 1959, pl. 7, figs. 6-9, pl. 8, figs. 1-4. 

盗殻面は円形で，平板なものから同心円状に波曲するものまで変化があ り， 直径28-85μ.

放射状に孔紋が配列し．その数は中央で10μ に4.5-5.5個ある ．周緑で急に小さくなり．はっ

きりした周縁帯をつくつている ．孔列の間に空白部があり，その巾は広狭変化する ．これが狭

くなり，隣りあう孔列が密着して，網目彫刻とな った ものが，つぎに述べる A.tsugaruensis 

と考えられる ．周縁帯のなかに 1個の眼紋がある ．また周縁に沿っ て10-20μ おきに長孔紋

（中空の小突起か）が並ぶ ．各試料から産するが多くない．KOIZUMI（前出）は中新世中期か

ら後期に，沢村（前出）は Pから 8群に産する としている ．

Actinocyclus tsugaruensis KANA y A Pl. 98, 3図．

KANA YA, 1959, p. 99-100, pl. 8, figs. 5-8. 

燕殻面は円形で，同心円状に波曲し ，中央部が凹んでいる ．小型のも のでは中央の凹みが弱

ぃ．殻面の模様は放射状網目でその数は中央で10μ に4-6個あり． 周縁部で小さくなり， 周

縁帯をつくっている ．このなかに眼紋が 1個認められる ．小室の表面には細孔が認められる ．

この種は A.ingensにたいへん近似し，またお互いに漸移することから． A. ingensぁ

るいは Cose切odiscuselegans型 として一括して取り扱われるぱあいが多い．生俵累岡から

は A.ingensより 多く産する ．

ActinojJtychus cfr. kernensis HANNA Pl. 98, 4図．

HANNA, 1932, p. 170, pl. 3, figs. 2, 3. 

盗殻面は円形で，直径25-80/ん．放射状に波曲し ．8か ら12区に分れる ．ほかのActino.

ptychus屈に比べ．波曲は強くなく ．区画の境は不明瞭である ．1つおきの区画の外緑に中空

の突起がある ．HANNA （前出）がカリフォルニアのラムプロー層 （中新世中期）から報告 し

たものと比較する と．小型であること ，外縁の突起の数が少ないこと．が異なっている． 産出

は稀であ った ．
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Anue!lus caltJornicus TEMPERE Pl. 98, 7図．

HANNA, 1932, p. 172, pl. 4, figs. 5-9. 

忍

特異な形態をした種で，蓋殻面は ドーナッ型で中央部は無殻である ．直径64/J,,中空部の径

40μ, 網目の数は10lムに3個であった ．柱状 5の26試料から 1標本見い出された．本邦では北

陸の中波累層から中世古ら (1972)が報告している ．

Bacteriosira f ragilz's GRAN, Pl. 98, 12図．

沢村，1963b,figs. 5A, B. 

蓋殻面円形で中央部が強く 凹んでいる ．直径27-32lム． 網目彫刻はいくつかの束帯に分か

れ， 各束帯の中心線に平行に網目列が並ぶ ．網目の数は10μ に12個で，周縁に向 って小さくな

る．周縁に小突起が不規則に並んでいる． 産出はたいへん稀で，沢村 (1963b)の報告のよう

に多くなかった ．この種は現生種で，JousE(1962)は鮮新世後期に出現するとしている ．

Cestodiscus marylandicus LOHMAN Pl. 98, 11図．

沢村， 1963b,figs. 6A, B. 

蓋殻面は円形で，同心円状に強く波曲し， 中心部が凹んでいる． 直径23-68μ .放射状に網

目列が並び，4-8個の束帯に分かれる ．網目は中央で10μ に6-9個で周縁部で小さくな

る．各束帯を境する網目列の外端に顕著な中空の突起がある ．産出はたいへん稀であった．三

浦 ・房総半島のa,~群に産している ．

Cosciれodz'scusen doz'KANA y A Pl. 98, 5図．

KANAYA, 1959, p. 76, pl. 3, figs. 8-11. 

蓋殻面円形で平板，直径25-52/-t.いく つかの束帯に分れた網目で，その数は10μ に5-6

個．中心区があり ， 1-2個の孔紋がある ．中心区をとりまく網目のなかに，小室壁が強く珪

化しているものが 1個ある ．周縁に空白部があり ，こ の種の特徴となっている ．さらに外側は

細網目で10μ に12個ある ．この中にほかより 大きな貰孔がやく 10lムおきに並ぶ ．各試料中にふ

つうにみいだされた ．沢村（前出）は aからツ群に ，Ko1zuM1（前出）は中新世中期から後期

に産するとしている ．

Cose切odz'scuslanceolatus CASTR- Pl. 99, 13図．

KOLBE, 1954, p. 29, pl. 2, figs. 23, 24.：沢村，1973,pl. 29, fig. 4-

盗殻面は丸みのある菱形で，長径やく 60/J,,短径31/J,.粗い網 目模様で，中央で10μ に4

個，周縁で小さ くなる ．網目は C.lewisianus のように規則的配列をしていない ．小室開孔

は大きく ，はっきりしている ．産出はたいへん稀 で，柱状 1の31試料よ り1梱本みいだされ

た．沢村（前出）はa群に産するとしている．

Coscinodiscus lewisianus GREV. Pl. 99, 12図．

KOLBE, 1954, p. 31, pl. 2, fig. 21.：沢村，1963b,fig. 9.：沢村，1973,pl. 29, figs. 

10-14. 

蓋殻面は長楕円形で，長径30-70/J,,短径18-32μ.孔紋が長軸方向に配列し， その数10μ

に5個，周縁で小さくなり ，周縁帯が作られる． 各試料からふつうに産する．沢村（前出）は

a, fl群から ，K01zuM1（前出）は中新世中期から産するとしている ．

Cose切odiscusvetustissimus PANT, Pl. 98, 9図．

HusTEDT, 1927, Tei! L p. 412-414, fig. 220. 

KANAYA, 1959, p. 84-85, pl. 5, figs. 3-5. 

蓋殻面は円形で平板， 直径30-65μ ．網目模様は少し曲った放射状で，い くつかの束帯に分

れる．網目の数は10l・しに 5個ある ．中心より少し離れて 1個の強く珪化した小突起状の小室が
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ある ．周縁部は空白部を除き，C.endoi とよく似た構造である ．各試料からふつうに鹿す

る．Ko1zuM1（前出）は中新世中期から後期に産する としてい る．

Coscinodiscus yabei KANA y A Pl. 98, 8図．

KANAYA, 1959, p. 86-87, pl. 5, figs. 6-9. 

沢村，1963b,fig. 12, 

盗殻面円形で，中央部は接面方向に波曲し，半円形の凸部と凹部とができている ．直径21-

38μ.放射状網目で，その数10μ に7個ある ．網目は一方の半円で規則的に配列するが他方で

は不規則である ．C.lacustris var. hyperboreaによく似ているが，周縁に小棘列がみられな

ぃ． 産出 は稀である ．Ko1zuM1（前出）は中新柑中期から後期の前半に，沢村（前出）は(3,

ツ群に産するとしている ．但し，両者ともこ の種を ，C.Plicatusとしている ．

Craspedodiscus coscinodisczヽsEHR-Pl. 99, 1図

KoLBE, 1954, p. 36, pl. 1, fig. 4. 

沢村，1973,pl. 29, fig. 5. 

盗殻面円形で，直径58l.I,．網目は中央部で細かく 10μ に5個， 周縁部で粗く 10μ に3個あ

り，境はたいへんはっきりしている ．産出はたいへん稀で，柱状 5の26試料にみいだされた ．

沢村 （前出）はa,(3群から産するとしている ．

Denticula lauta BAILEY Pl. 100, 3a, b図．

KANAYA, 1959, p. 112-116, pl. 10, figs. 7-9, 15. 

Si MONSEN and KANA y A, 1961, p. 500, pl. 1, figs. 1-10. 

本種の記載は上記 2文献に詳しい ．化石珪藻による中新統，鮮新統の分帯において ，Denti-

cula属の推移が重視されている ． 生俵累層からはこの種がたいへん多く 産し， D. hustedtz' 

などはみいだされなかった ．KorzuM1（前出）は中新批中期に産する としてい るのにたいし

て，沢村 （前出）はBから 8群にまで産するとし ，相違がある ．

Hemiaulus polymorphus GRUN-Pl. 100, 12, 13図

HANNA, 1932, p. 193, pl. 11, fig. 7. 

各試料からふつうに産し，ことに柱状 5の26試料では しばしばであった ．KOIZUMI（前出）

は中新世中期に産するとし，HANNA（前出）は始新世から多く 産すると述べている ．

Hyalodiscus cfr. ukaiensis lcHIKAW A Pl. 99, 2図．

Icr-jIKA w A, 1964, p. 34, pl. 1, figs. 3a, b, c, d. 

秦，長谷川， 1970,pl. 1, figs. la, b. 

蓋殻面円形で中央が弱く膨らむ．周縁部4-5/.l巾の輪は放射状線と 2斜交線から作られた

網目で，放射状線は10μ に18本あ る．中央部は周縁部と同様な網目であるがたいへん細かい．

中心部の細網目の下に粗い格子状網目があり ，その数は10μ に12個ある ．外縁に沿って顕著な

突起列があり ，その数は10μ に5-6個である ．この種は周縁部に明瞭な網目模様があり ，

lcHIKAWA（前出）の記載と異なる ．しかし，秦，長谷川（前出）の図 とよく一致している ．

産出は稀である ．KOIZUMI（前出）は中新世中期の初め (D.lauta帯）に産するとしてい

る．

Kiesselviella cfr. carz"na SHESHUK-Pl. 100, 4図

SHESHUKOV A-PORETZKA YA, 1967, pl. L fig. 7, pl. 40, fig. 6, pl. 41, fig. 5. 

沢村，1963c,fig, 2A-D. 

産出はたいへん稀である ．沢村（前出）はa,(3群に ，KorzuMr（前出）は中新世中期に産

するとしている．
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Macrosa stella (AzPEITIA) Pl. 99, 3,4図．

HANNA, 1932, p. 196, pl. 12, fig. 7. 

忍

直径15μ 前後の小型の種であるが，特徴のある形態から容易に識別される ．産出はたいへん

稀である ．カリ フォルニアのラムプロー層から産し，KorzuMr（前出）は中新世中期の初めに

産するとしている ．

Mediaria splendida SHESHUK-Pl. 100, 5図．

SHESHUKOV A-PORETZKAYA, 1967, p. 306, pl. 47, fig. 14, pl. 48, fig. 8. 

蓋殻面は先端の尖った被針形で，長 さ87-125μ, 巾23-32μ である ． 切頂軸方向に多角形

網目の条線が並び，10μに 9本， 網目は10/J,}こ8個ある．両端に網目の発達しない空白部があ

る．各試料から産するが稀である ．沢村 （前出）は a群とツ群に，KorzuMI（前出）は中新世

中期から後期の前半に産するとしている ．

Melosz"ra sol (Ehr.) KuTZ. Pl. 99, 6, 7図．

HusTEDT, 1927, Tei! L p. 270-272, fig. 115. 

KANA YA, 1959, p. 63-64, pl. 1, fig. 3. 

細胞は錠剤形で ，連鎖群体をつくる ．直径33-83μ. 蓋殻面に放射状肋が10μに3-8本あ

り，周縁部ではこの下に放射状網目列が10μに20本あ る． この網目列は殻環面の網目列へと 連

がる ．M.Polarisの特徴である 放射肋間の真珠様突起はみられない．殻環面は HusTEDT（前

出）の図とよく 一致している． 各試料から産するが多 くない．

Pleurosigma nicobaricum GRUN-var. sagz'tta (TEMP-and BRUN) CLEVE 

IくANAYA,1963, p. 26, pl. 9, fig. 19. 

蓋殻面広被針形で，Pleurosigma属に普通である S字形の形態はとっていない ．長 さ84μ,

巾25化切頂条線は10μに17-18本，斜交条線は10fムに19-20本である ．産出はたいへん稀で

ある ．

Rhabdonema japonicum TEMP-and BRUN-Pl. 100, 6図

KANA YA, 1963, p. 23, pl. 1, fig. 6. 

蓋殻面は両端が丸く ，殻環が 3回ゆる＜波曲した ，太い棒状形で，小型の標本で長さ57μ,

巾13μ,大型で長さ90μ,巾17μあった． 擬縦溝とそれに直交する隔壁 (10μに5-6) とによっ

て長方形の室に区切られ，その下位面には頂軸方向に開いた細孔が並ぶ． その数10μに12個あ

る．両端には この構造はない． 産出はたいへん稀である ．lcHIKAWA（前出）は中新世中期の

法住寺層に産する としている ．

Rhaphidodiscus marylandicus CHRIST- Pl. 99, 5図

HANNA, 1932, p. 207-208, pl. 14, figs. 3, 4. 

沢村，1973,pl. 30, fig. 15. 

蓋殻面は円形から円に近い楕円形で，長さ18-32μ,巾15-30μぁった． この値は HANNA

（前出）の記載より 小さいが， 殻面の構造はよく 一致している ． 放射条線は10μに10本，これ

に直交する縦線は10μに11-12本ある ． 中央の広被針形部に殻が菊くなってできた長短の条線

がある ．各試料から産するが多くない． HANNA （前出）はラムプロー闇に，沢村（前出）は

a, fl群に，KorZUMI（前出）は中新世中期の初めに産するとしている．

Rouxia peragalli BRUN-and HERIB・

KANA YA, 1959, p. 111-112, pl. 9, figs. 16-18. 

産出はたいへん稀で， 柱状 5の22試料にみいだされたのみであった ．KorzuMr（前出）は中

新世中期から後期に産するとしている ．
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Rutilaria epsilon var. longicornis TEMP-and BRUN-Pl. 100, 14図

lcHIKA WA, 1964, p. 55, pl. 7, fig. 55. 
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たいへん大型の種で，その形態にも特徴があり ，容易に識別される ．長さ86μ、巾22μと長

さ170μ,巾26μの2棟本がみいだされた ．lcHIKAWA（前出）は法住寺唇に産す るとしている ．

Rutz'laria hexago加 var.cornuta TEMP-and BRUN-Pl. 100, 9図

JcHIKAW A, 1964, p. 55-56, pl. 7, fig. 57. 

前種と同様に特徴のある形態をしていて ，容易に識別される ．柱状 5の21試料から 1棟本が

見いだされ，長さ73μ,巾34μであった ．法住寺眉からの産出が報告されている ．

Stephanopyxis cfr. I erox (GREV.) RALFS Pl. 99, 8図．

KANAYA, 1959, p. 66-67, pl. 1, figs. 11-13. 

殻表面全面に六角網目のか どより 棘が突き出ているのが特徴的である ．KANAYA（前出）の

記載より網 目が細かく ，10l.J,iこ5個あった ．産出はたいへん稀である ．

Stz'ctodiscus grovei A. ScHMIDT 

A. ScHMIDT, Atlas, pl. 147, fig. 6. 

蓋殻面円形で，直径56,65, 75, 88μの4梱本がみいだされた ． 殻面は放射状とそれに直交

する隔壁によ って， 亜矩形の小室がつくら れ，その数10μに2.5-3.5個である ． 小室の下位面

に円形の開口がある ．

Synedra jouseana SHESHUK- Pl. 100, 7図

SHESHUKOV A-PoRETZKA YA, 1967, p. 245-246, pl. 42, figs. 4a, b, pl. 43, figs. 12a, b. 

蓋殻面は狭い被針形で両端部少し頭状である ．SHESHUKOVA-PORETZKAYA （前出）の記載

では ，長さ30-172μ,巾5-12μである ．切頂条線は短く ，殻環に直交 し，両端部で弱 く収れ

んしている ．その数10μに14-15本あった ．各試料からふつうに産する． Ko1zuM1（前出）は

中新世中期の初めに産する としてい る．

Thalassz・osira nordenskioldii CLEVE Pl. 99, 9図．

HusTEDT, 1927, Teil L p. 321. fig. 157. 

蓋殻面円形で， 直径25-37化 模様は放射状の網目で10μに8個あり ，HusTEDT（前出）の

記載より粗い ．周縁部に大棘列がある ．Coscinodiscuslacustrisによく似るが，接面方向に

波曲 していない．産出はたいへん稀である ．この種は現生種で，KOIZUMI（前出）は中新世後

期の後半に出現するとしている ．

Tr£ceratium condecorum BRIGHT- PL 100, 2図．

HANNA, 1932, p. 221, pl. 17, figs. 1, 3. 

蓋殻面は正三角形に近く ，模様は放射状の粗い網目である ．その数10μに4個ある ．隅角部で

少し細かくなる． Coscinodiscusobscurusなどにみら れる縁孔管がある ．小室開口はみられな

ぃ．各試料にふつうにみられる ．KorzuM1（前出）は中新世中期から後期に産する としている．

以上にみてきたように ，生俵累囮下部に産する 化石珪藻の絶滅種は ，沢村（前出） ，Ko1zuMr

（前出）の分帯によれば，中新世中期から後期の前半に産するものがほとんどで，中新世後期

の後半から鮮新世を示棚する， Hemidiscus cunezf ormis, Denticula kamtschatica, D. se-

minae, Pseudoeunotia doliolus などはみられない．したがって現段階の化石珪藻層序から，

生俵累囮の時代は中新世中期から後期の前半の間にある といえる．

本研究の機会を与えられ，また種々の便宜を計 られた瑞浪市教育委貝会教育長，木股鉾吉

氏，文化財調査団主任調査員，糸魚川淳二氏に，また分析試料の採集をして頂いた瑞浪市教育

委員会の奥村好次氏に厚 く感謝の意を表する ．
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第XlY-1表 生俵累柑珪涵産出表

r : 0 .5 -2. 5灸~ . f : 3.0-9 . 5名~ . C :10.0-19.5灸5, a : 20.0-29.5灸?,Va : 30.0-49.5f/6 

~es section 1 section S 
28 29 30 31 32 33 16 17 19 20 21 22 24 ~5 26 

Achnanthes br,ヵipes ．＋．  . +.  + 
42 Cocconeis pZacentuZa ve.r. U》.... 
→ uU., ) eugiypta . + . + • +.  + + + r r + 

` ・r CymbeZZa aspera • + . ... u 
口 C

o., Diatoma hiemaie var. mesodon 
“V)  

＋．  . + . 

.c: K DiptoneiB oua1i8 . + . 
U》 C)
d》 *J Eunotia cZevei . +.  ． ＋．  に..。> 

RhopaZodia gibberuZa . + . 

1 0 0 2 1 2 0 2 0 1 2 1 3 2 2 

Ara"hnoidis"us ehrenbergi. ＋．  • +.  +.  ．＋  ＋ ＋．  

A. ornatus . ＋ 

Autiscu8 8Cutptu8 ．＋  

Bid du lphia pu lahe lla ． ＋ 

B. tuomeyi +.  + . ． ＋ ． . + . + 

CampyZoneis greviZZei ． ＋ 

Cocconeis costata ． • +.  . + . • r r 

C. cu!'Vi>'otunda ＋．  • + . + . . + r r r 
U》

d C. deaipiens ． ＋ ． • + . • r . 

”., C. cfr. taevi.s ve.r, thermati.s . +.  +.  r . + 
u C. acuteilum ＋．  . + + + + + +.  + r + r + 
c 

C. sp, . + + +.  
p.、

Ill Cymatosira Zorenziana . + + + . . + + + r.  + 

C. sp. + . +.  + . ．＋  ＋．＋．  
り

9 ... 
D勺ptoneiebombu8 • + . ． ＋ ．  . +.  +.  

ょ D. cfr. didyma ＋ ＋．  • +.  + . ． ＋．  

..., 
D. eudoェia ．＋．  . +.  

c 
D, nitescens ． ＋．  

QJ 

ょ D. smithi . + + + . 

D. subcincta ． ＋ ． . + . . r.  r 
・、
k Gephyria sp. ．．  . ＋ 

0 G,.ammatophora anguZosa . + + r . r 
... G, arctica ＋ ． . +.  +.  + r.  ＋ 

63 
G. marina . + . . + + 

・ ．ヽ•
G. oceanica var. macitenta ＋ . + + + + + + + + r r r r 

゜
/fastogZoia spZendida . +.  ． ＋ 

ロ 1/avicuZa Zyra ． ＋ ．  . + 
.... 

N. lyroides 
k 

． ＋ ． 

” 
Nitzsc,hia kittZii : . + . 

z: Raphoneis amphiceros + + + + + + + + + + + + f f r  

R. e Zegana + +.  +.  + + +.  + + + + + + 

Rhabdonema adriaticum . r 

R. minutum . + . 

R. mus,.ca . + 

Tt-ac,yneis aspet-a ＋．  . +.  . r.  

T. aspera var. eLZiptica ． ＋ ． 

1 1 3 4 ? 9 ?  8 6 8 4 16 12 16 15 22 

ト・ ActinocycZus ehrenbergi ++++++  + + + + + r r r r 
1 0 

A, ehrenbergi var. teneila + m +.  + + + + . + + + + r r r r 
n3 
と←G•4 Acti11optychus spZendens . + . ． ＋ ． ＋  ＋ ＋．  
0 .... 

.口...+ 〇 A. unduZatus + + + + + + + + + + + f C f C 

:;: k m.1"""'I ↓ F’ Bi.dduZphi.a aul:'i.ta • + + . . + + + + r 
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section 1 section 5 
species name 28 29 30 31 32 33 16 17 19 20 21 22 24 25 26 

Hyalodiscua spp. .. • r.  r 

MeZosiZ'a suZcata + + + + + + + + + + + f r f f 
4 35 5 4 5  3 4 5 4 6 6 7 5 6 

ActinocycZus curvatuZus ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + + + + r r r r 
Ul AaterpmZampra sp, +.  + a》.... 
u ABterompha1uB araehne • ·• + a) 
p 

A. humbe°Zdtii . + ＋ ＋．＋  r + r + U》
u Bacterosira fragilis ・十 ＋．  •• +.  + ..... 
g Co8cinodi8cu8 a8te,.omphaZua ＋ ＋ ＋ ＋．  + . .  ++++++  
g c. Zineatus ＋．  • + + + + + + + + r r r r 

＇゚ C. marginatus + + + + + + + + + + + r r r r u .... 
+ 
"→ 

C. radiatus + + + + + + +++.+rrrr  
k c. steZZarie var. eymboZophorue + + + ＋ ＋ + + + + + r r r r 

゜ロ
... ・’ 

Stephanopyェiscfr. nipponica ．．  .. •• + 

a》 S. turris ++++++  + + + + + f f f f 
~ 

｀ 
ThaZassionema nitzschioides ++++++  + + + + + C C C a 

> 
C9 ThaZassiosi.ra nordenskioZdii ．＋  ＋．  ＋ ＋．  • + + r r r 

•日 T, spp. + + + + + + + + + + + r r r r 
ト

妥 ThaZassiothriエ cfr. frauenfe Zdii ＋ ． • +.  ．＋．＋  ＋ ＋ ＋ ＋ 

11 8 8 10 10 9 1 o 1 o ・lo 9 1 i 12 14 12 16 

Actinoeuctus ettiptieu8 ＋ ＋．  ＋ + + . + 

A, eLUpticus var. moronens位 • +.  ＋．  •• + +.+++  

A, ingens ++++++  + + + + + r r r r 

A. teugaruer?sis ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + + + + r r r r 

Actinoptychus ct:r, kernensi・ ＋ ＋ + + + + r r r r 

Anne1u8 Catifomlicu8 ＋ . .. ．＋ 

Cestodiscus maryiandicus ．．  ．．  • + • + + • r + 

Coscinodiscus endoi ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + + + + r r r r 

C. Zan"e0Zatu11 ＋．  ... ．． 

c. ze,,,isianus ＋ + + + + + + + + + r r r 
Cl) 

C. vetustissimus ＋ + + + + + + + + r + r r ., 
.... C. yabei + + + ＋ + + + + r 

u cma8pedodiseus coBCinodtBeue ．．  ．．．  .. ．＋  

., 
Denticuia Zauta ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + + + + va a a a 

゜~ HemiauZus polymorphus ++ + + + +  + + + + + r r r f 
Ill 

Hyatodiscus ctr. ukaien8位 ． ＋．  +.++++rr  
... 

kieBSeteuietta efr. oarina ＋ ＋．  ＋ + + + + r r + + 
u 

ロ Macrosa steHa ＋ • +.  ．＋．＋．．＋  

..... Medi.aria spZendida • + + + + + + + + + r r r r 

... Metosira 801 + + + + + + + + + + + r r 
X 

Pieurosigma niaobariaum var. 
μ 

sagitta ．＋  ． ． r.  r 

Rhabdonema japonicum ． • +..  •• + + . + . r r r  

Rhaphidodiscus mal'y Zandicus ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + + + + r r r 

Rouェiaperagalli • +.  

RutiZaria epsiZon var. lonr,ico加位 ＋ + r + + 

R. heェagonavar. eornuta •• +...  

Stephanopy:i:i.s cfr. feroェ ＋．  ．．  .+.+rrr+  

Stictodiscus grovei .. • +.  + 

Syned匹 jouseana ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + + + + + r r r 

Tric,eratium c,ondec,orum ＋．＋  ＋ ＋ ＋ + + + + + r r r r 

13 8 16 18 15 14 13 15 19 15 24 22 22 23 24 
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Plate 98 

Fig, I. Actinoptychus undulatus ( BAIL . ) RALFS 

5-25 ffit~ J: !J • i][ 1£ 46µ . X900 

Fig . 2. Actinocyclus ingens RA TT. 

5- 24 ffit~ J: !) • j][1£ 57µ , JLklx~ 10µ 1c: 5 ffil. X900 

Fig . 3. Actinocyclus tsugaruensis KANA y A 

5- 24 ffit~IJ: !J. i][1£ 52µ , m§~ 10µ 1.:: 5 ffil. X900 

Fig , 4 . Actinoptychus cfr. kernensis HANNA 

5-24 ID\~J: !J . i][1£ 57µ . m§~ 10µ lc:I6ffil . X900 

Fig , 5. Coscz'nodiscus endoi KANA y A 

5-24 IDl:~J: !J. i][{f: 42µ, mF-1~ 10µ IC:5 . 5ffil . X900 

Fig, 6. Actinocyclus curvatulus JANISCH 

5-24 fiit~J: !J. i][ffi 49µ, ~§!~ 10µ IC: 8 .jjij , X 900 

Fig, 7 . Annelus calz"Jornicus TEMPERE 

5-26 ~~ J: !J . fil1£ 64µ. wrn~ 10µ 1.:: 3 ffil . X750 

Fig . 8 . Coscinodiscus yabei KANA y A 

5- 24 IDt~ J: !J . i][1£ 35µ, Im~ 10µ IC: 8ffil. X l ,100 

Fig , 9 . Coscinodiscus vetustissimus PANT. 

5-26 ~~J: !J . j][1£ 47µ , ~§~ 10µ le: 5 ./fa . X900 

Fig , 10. Melosira sulcata (EHR.) KiiTZ, 

5-19 ,!it~J: !J . jj[1£ 22µ . X l,100 

Fig, 11. Cestodiscus marylandicus LoHMAN 

5-25 ilit~J: !J . fil1£ 52µ. mi::=i~ 10µ 1c: 7 ffil. X900 

Fig. 12. Bacterosira Jrag£lis GRAN . 

5-26 ita:~J: !J . j][ff: 32µ , ~i::=i~ 10µ lc:I0ffil . X l,100 
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Fig. 1. 

Fig. 2. 

Craspeclocl iscus coscinodiscus EHR. 

5-26 lli.\1"~J:.VJ . ~ff58µ . ffl§lt{ 10µ 1:3flJ\l (jZ2flll), 5 @(179{HIJ ). X l ,100 

Hyalodiscus cfr. ukaiensis I C H[KAWA 

5 -26 llJ.IJo~J:. VJ. ~ff4 0 µ. X 9 0 0 

Figs. 3, 4. Macrosa sl ella ( Azpe il ia) 

Fig. 5 . 

Fig. 6. 

F ig. 7. 

F ig. 8. 

Fig. 9 . 

Fig. 10 . 

Fig. 11. 

Fig. 12. 

Fig. 13. 

Rhaphicloclisus ma.ryla.nclicus CHR IST. 

1 -33 itr1J4 J:.VJ . -fHf26 µ . ~~[3~1]1Qµ l:8*. Xl .100 

M elosira sol ( E HR.) K UTZ. ~~mi. 

s-25 r.il'.NJ:. VJ . ~ff32µ . x 900 

M elosira sol ( E HR. ) K ·· Tz. 

5 · 2 4 ih.iJ4 J:. VJ . ~fH 5 µ . X 9 0 0 

S lephanopyx i s cf r. Jerox ( GREV. ) RA LF S 

5-24 lli.\NJ:.VJ . ~ff4 9µ. i,i§tfn0µ l:5flJ\I. X900 

Thalassiosira norclenskiolcl i i CLEVE 

Actinocyclus elliplicus GRUN. 

5-25 fii.\f4J:. VJ . :!Hf4 6µ. 1'JHf25 µ . ,U~ El t{ l Oµ 1: 1 0@. X900 

Actinocyclus elliptic1,s var. moronensis ( D E BY. ) KOLBE. 

Coscinocliscus Lew isianus GREV. 

Coscinocliscus Lanceolatus CA STR. 
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P late 100 

F igs. 1 a, b. St ephanopyxis turris ( GREV . & AR :--l. ) RALFS. 

5-26 .t\:N.J::IJ . ~HI 27 µ. ¾-~Eitt 10µ 1:: 4@. X900 

Fig. 2 . T ric eratimn condecormn BRIGHT. 

Figs. 3a. b Denticula l auta BAILEY. 

Fig. 4. 

Fig. 5. 

5-24 .t\:14.J::IJ . -Jft:-32 µ . rl16µ . x 1,100 

K is e l ev ie lla cfr. carina SH ES HUK. 

5-2Hi1UG\-.J::IJ . -Jft:- 27 µ. rtl7 µ . x 1.100 

M ediaria splendida SH E HUK. 

Fig. 6 . 

5-24 r.;-\'.N.J::IJ . -Jft:- 87 µ. l'tl23 µ . 5iH$l{U0 µ l:: 9 :t. X7 5 0 

Rha.bdonerna japonirnrn TEMP. & BR Ul\ . 

5-25 ;l.i\JG\-.J::IJ . -Jft:- 83 µ. ITT15 µ, X900 

Fig. 7. Synedra iouseana. SHES HUK. 

Fig. 8. 

5 -1 9ii;-\'.f4.J::IJ . -Jft:-64 µ. rl16.5µ. 5iH$l{U0 µ l::14:t . X l , 100 

Thalassionema nilzschioides GR UN. 

5 -24 ir\'.N .J:: VJ . -Jf t:- 51 µ . rl15µ. 41U\Jl¾x l 0µ 1:: 11 :t. 

Fig. 9 . Rut ila.ria hexa.gona var . cornuta. T E:VIP. & BRU N. 

5 -2 U rtf4 .J:: VJ . ~t:-63 µ , rl134µ . X900 

Fig. 10 _ Raphone is amphiceros EHR. 

1 -32 F>M4 .J::VJ . -Jft:-48 µ, 11122µ, 5/U'UXl 0µ 1:: 7 :t. 

F ig. 11. R aphone i s e legans PA NT. 

5 -24 F,;-\'.f4.J:: VJ . -Jft:- 47 µ , 11112µ . #HJ!l{X l 0µ 1:: 6 :t. 

Fig. 12. Herniaultts polyrnorplms GRU 01 . \'tltffl i:m 

5-2 1 F,M-l.J::VJ . -Jf fl38µ, k:WJ(;:1~10 µ 1:~ 5fll]l . X l , 10 0 

Fig. 13 . Herniaidus polyrnorplm s GRU:--l. ~i1tl/ii:m 
5 -24 r.M -HVJ . -Jffl54µ, 1JHI20 µ . X l , 100 

Fig. 14. Rut ila.ria epsilon var. longicorni s TEMP. & BR UN. 

5 -25 r,.i\'.'f4.J::VJ . fti:- 170µ. ItJ27 µ. X750 

X l ,100 

X l , 100 

X l ,100 
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